
別紙１ 令和２年度　浜田ビューティーカレッジ　自己評価結果

評価項目 番号 評価内容 1学期 元年度 分析・改善策

1 教育目標が周知され、職員全員で目標達成に向かって努力しているか。 3 3.3

2 学校理念、目的、学則等が学生、保護者等に周知されているか。 3.2 3.2

1 目標、,目的にそった運営方針が示されているか。 2.8 3.2

2 運営方針にそった事業計画がたてられ、遂行されているか。 3 3.2

3 勤務に関する規定は整備されているか。 3 3.2

1 教育理念等に沿った教育課程の編成、実施方針等が策定されているか。 3 3

2 行事や研修は教育目標に沿った内容で効果をあげることができたか。 2.6 3.2

3
キャリア教育、実践的な職業教育（産学連携による実習を含む）に立ったカリキュラム
が実施されているか。

3.2 3

4 授業改善や授業の充実が図られているか。 3 3

5 授業時数の確保は図られているか。 3.4 3.5

6
成績評価、単位認定、進級・卒業認定の基準が明確になっており、基準に則した指導
が適切になされているか。

2.8 3.2

7 全職員で共通理解を図りながら、一人ひとりの生徒の指導にあたっているか。 3 3

8 授業規律は保たれているか。 3 3.2

9 服装、頭髪の乱れ、化粧等の指導ができているか。 3.4 3

10 整理整頓の意識を向上させる指導は図られているか。 2.8 3

11 職員の能力開発のための研修等が行われているか。 2.7 2.8

1 就職率の向上が図られているか。 3.4 3.5

2 国家試験合格率の向上が図られているか。 2.6 2.8

3 退学率の低減が図られているか。 2.6 3

4 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか。 2.8 3.3

Ａ
教育目標

Ｂ
学校運営

Ｃ
教育活動

Ｄ
学習効果

・就職率が100％は素晴らしいが、卒業後の定
着率が悪いのが課題である。
・国家試験合格率を１００％にできるように、職
員全員で指導していかなければならない。
・中途退学者をなくすよう、早めの対応が必要で
ある。

・コロナによる学校休業分は、7限授業を行うこ
とで、時数を確保できた。
・服装や髪型などの学則がきちんと守られてい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　・生徒と先生間の
言葉遣いをきちんとしなければならない。

・学校通信等により理念や目的が少しずつ浸透
している。

・計画通りに進んでいると思う。



5
卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校教育の改善に活用されている
か。

3 2.7

1 進路・就職に関する支援体制は整備されているか。 3.6 3.7

2 学生相談に関する体制は整備されているか。 3.6 3.3

3 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。 3.2 3

4 学生の健康管理に対する支援体制は整備されているか。 3.2 2.7

5 保護者と適切に連携しているか。 3.2 3.2

6 卒業生に対する支援体制はあるか。 3.2 2.8

1 施設・設備は教育上の必要性に十分対応できているか。 2.6 2.3

2 危機管理に対するマニュアルが作成され、必要な備品が整備されているか。 3 2.5

3 定期的に安全点検を行い、安全確保に努めているか。 2.8 3

1 学生募集は適切に行われているか。 3 3.2

2 学生募集において、教育成果は正確に伝えられているか。 2.4 2.6

3 学納金は妥当なものとなっているか。 3.2 3

4 オープンキャンパスの時期、回数、内容は適切であったか。 3 3

1 文書、会計簿等は適切に保管されているか。 3 2.8

2 個人情報に対し、その保護のための対策がとられているか。 3.2 2.8

3 自己評価結果を公表しているか。 3.6 2.4

1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか。 3 3
・コロナのためボランティア活動が中止になっ
た。

2 地域に積極的に出かけ、ボランティア活動等を行っているか。 3.2 3.2

その他

４：十分達成　　３：概ね達成　　２：どちらかというと不十分　　１：課題がある　

Ｅ
学生支援

Ｈ
法令等の
遵守

Ｉ
社会貢献
地域貢献

Ｇ
学生募集

・シャンプー台で使えないところがある。
・定期的に安全点検が行われているので良い。

Ｆ
教育環境

・今学期はコロナ禍で学生募集が計画通りでき
なかった。

・日頃から生徒の悩みなどを聞き、解決するよう
にしている。
・マスクや手洗いなど指導している。
・教室の換気など今後とも細心の注意を払って
いくべきである。

Ｄ
学習効果

・就職率が100％は素晴らしいが、卒業後の定
着率が悪いのが課題である。
・国家試験合格率を１００％にできるように、職
員全員で指導していかなければならない。
・中途退学者をなくすよう、早めの対応が必要で
ある。


